




































10、ells，1. 59土O.，12nmo 1 cs/l0吋ce1sと有，色、な差は認めなかった。
2.1 FNα 単独投与群 (n-::15)では投与開始6時間後のPBMC中GSH景は投与前値の60.9%に減少したが
(pく0.05)， 24時間後にはほぼ而パ'1(までや1復した。 IFN-αおよびGSHfJ!:m投与群 (n=17)ではこの減
少はみられず，単独投句群と併用投与群でPBMC巾のGSlの動態に有，gな若が認められた。 (P<O.01)。
1週間毎の定期採血では向叫に差民は認めなかった。
aAlaninc aminotransfcrasefi直正常化かっhepat i t i s C v i rus RKAI~性化半は，投与終了時点で-併用群





















胞 (PBMC)を用い，細胞中GSH量， 1 FN-α の抗ウイルス効果の指標となる2'，5'ー oligoadenylatc
synthetase活性， IFN-α レセプターを測定した。結県としては，培養液中にGSIIを添加培養することに
より， HcLa S3細胞およびPBMC中のGSII量に有意な上封がみられ，7]<.癌件ー口内炎ウイルスを感染させた
HeLa S3細胞の培義上清中のウイルス量は， GSH単独添加では明らかな変化はみられなかったが， IFN-




α単独投与群15例. IFN-αおよびGSH併剤投与群17例に分け， PHMC中GSII量の測定， if燥効果について
検討を行った。結果としては， PBMC中GSH索は単独群では投与開始 6時間後の値が投与所j値の60，9%に
有意に減少したが， 24時間後にはほぼ前値まで回復した。併用計で-は単独群でみられた段与開始6時間後
の減少が白-意にI~日 lトーされていた。投与開始 1 週間以降は両群に差興は認められず.ともに投与前値とほぼ
同じであったoAlaninc aminotransferase伊，正常化かっhcpatitisC virus R~A陰性化率は，投与終了
時点で単独群4/14(29%)例.併用群9/13(69%)例と，後者において有意に高率であったυ しかしなが
ら，併用群においても投与終了後に再発がみられ，終了後12週の時点では両群に需は認めなくなったの
木論文よりGSllt受勺により細胞内GSH量が附加し，それにイ干し、rFN-αの抗ウイルス効果かli':強するこ
とが明らかとなった。そして，木併用療法は今後.CHC患者の有用な治維法の lつとなり得る可能性が
あることが示唆された。よって者者は博士(医学)の学位を授与されるに柿するものと判定されたυ
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